
月寒東小学校

あやめ野小学校

月寒小学校

羊ケ丘小学校

153人・６クラス（2023年度）

552人・18クラス（2023年度）

516人・17クラス（2023年度）

411人・13クラス（2023年度）

（参考資料１） 学校別児童数

月寒小学校

あやめ野小学校

月寒東小学校

羊ケ丘小学校

【学区凡例】



月寒東小学校

あやめ野小学校

月寒小学校

羊ケ丘小学校

（参考資料１） あやめ野小学校からの等距離円図

0.5km 1.0km 1.5km 2.0km 2.5km

月寒小学校

あやめ野小学校

月寒東小学校

羊ケ丘小学校

【学区凡例】



（参考資料１） 児童施設（公園・児童館）の整備状況図

月寒五区公園
月寒三区平和公園

月寒みなみ公園

平和公園

東月寒なかよし公園

東月寒第二なかよし公園

つきさっぷ中央公園

からまつ公園

東2条公園

月寒いこい公園

東小山公園

東大東公園

月寒東とうしん公園

東月寒第3なかよし公園

福住すみれ公園

羊ケ丘2号公園

羊ケ丘3号公園

羊ケ丘1号公園

月寒第二里塚公園

東月寒すずらん公園

月寒東青葉公園

月光公園

菊月公園

月寒公園

月寒児童会館
あやめ野児童会館

羊丘児童会館

福住児童会館

月寒小学校

あやめ野小学校

月寒東小学校

羊ケ丘小学校

【学区凡例】



交差点①

（参考資料１） あやめ野小学校 学区外連絡交差点箇所図

交差点①
至 清田

至 美園

交差点②

交差点③

交差点④ 交差点⑤ 交差点⑥

交差点⑦

至 清田

至 美園

至 清田

至 美園

至 清田

至 美園

至 清田

至 美園

至 清田

至 美園

至 清田

至 美園

交差点②

交差点③

交差点④

交差点⑤

交差点⑥

交差点⑦

交差点⑧

交差点⑨

交差点⑩

交差点⑪

交差点⑧

月寒小学校

あやめ野小学校

月寒東小学校

羊ケ丘小学校

【学区凡例】

交差点⑨

交差点⑩

交差点⑪

至 あやめ野小

至 あやめ野小

至 月寒中

至 月寒中

至 清田

至 月寒中

至 月寒中

至 清田
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第５章 

重点施策の具体的な展開 

視点 1 安心・安全な冬期道路交通の確保 

視点 2 除排雪作業の効率化・省力化 

視点 3 除排雪体制の維持・安定化 

視点 4 雪対策における市民力の結集 

視点 5 雪対策に関する広報の充実 

この章では、重点施策ごとの、取組内容を 

示します。 

sa70300
四角形

sa70300
テキストボックス
※抜粋
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除排雪作業を工夫しながら限られた人員・体制においても、これまでの除雪水準の維

持を目指します。

            幹線道路の除雪                       幹線道路の排雪

(1)効果的な除排雪の推進 

安心・安全な冬期道路交通の確保 視点１ 

① 幹線道路の除排雪 

 取組内容  

 除雪水準の確保に向け、気象予報や道路状況などを的確に捉え、計画的に除排雪を行います。
継続（表5-1、図5-1） 

 朝の通勤・通学時に間に合わせる（明け方の降雪は除く）ため、夜間作業を基本とします。
継続 

 明け方のまとまった降雪などにより、すべての道路の除雪を通勤・通学に間に合わせること
が困難な場合は、気象予報及びバス路線や交通量などの道路特性23を勘案したうえで、あら

かじめ優先的に対応する路線を定め、計画的に作業を行います。拡充 

 バスの円滑な運行の確保に向け、市内のバス路線（国道を除く）の交通量・バス便数・道路
幅員などを勘案したうえで排雪の強化や、新雪除雪と拡幅除雪の連続作業を進めます。拡充

（図5-2） 

 バスの運休情報を速やかに把握するなど、バス事業者との連絡体制を強化します。拡充 

 交差点付近の交通渋滞緩和に向け、幹線道路と幹線道路の交差点の排雪を強化します。継続

 見通しを改善して自動車と歩行者の双方の安全を確保するため、幹線道路と生活道路の交差
点の排雪を強化します。拡充 

 国道管理者と連携し、作業の効率化を図ります。継続 

23  【道路特性】 各々の道路が持つ幅員や交通量、機能、役割などのこと。
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第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

表5-1 幹線道路（車道）の除雪水準

種別 道路の機能 
目安となる

形態 
圧雪厚 幅員確保基準 

主要 

幹線道路

・都市間や都市内の主要拠点を連結

6車線 
3cm以内 
（ワダチができない

程度）

4車線 

以上 
（概ね13m）

右左折車が

気にならない

程度 

4車線 
5cm以内 
（ワダチができない

程度）

3車線 

以上 
（概ね9m）

右折車が 

気にならない

程度 

幹線道路

・都市内の各地区や主要施設間の交

通を集約 

・日常生活圏（住区）の外郭を形成 

補助 

幹線道路

・住区内交通を集約し、主要幹線・幹

線へ誘導 

・生活道路から幹線系道路へ接続 

・住区内の主要施設へのアクセス 

2車線 
25cm以内
（走行に支障のない

程度）

1.5車線 

以上 
（概ね4m）

小型車との 

すれ違いが

できる程度 

※除雪水準は、目標とする確保すべき「圧雪厚」と「幅員」などを示したものです。（但し、大雪時は除く） 

　  車道
（４車線）

3車線以上（概ね9.0m）を確保
※右折車が気にならない程度

    車道
（4車線）

【厳冬期など】

歩道
（有効幅員2.0m以上）

歩道
（有効幅員２.0m以上）

除雪機械の幅
（1.3～1.5m）

【初冬期や初春期など】

圧雪厚5cm以内
※ワダチができない程度

歩行に支障とならない
路面状況を確保

圧雪厚3cm以内
※ワダチができない程度

　 車道
（6車線）

4車線以上（概ね13.0m）を確保
※右左折車が気にならない程度

【厳冬期など】

    車道
（6車線）

【初冬期や初春期など】
歩道

（有効幅員2.0m以上）

歩行に支障とならない
路面状況を確保

歩道
（有効幅員2.0m以上）

除雪機械の幅
（1.3～1.5m）

【「幹線道路」除雪水準のイメージ】

・主要幹線道路

・幹線道路

【「主要幹線道路」除雪水準のイメージ】
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【厳冬期など】

　 車道
（2車線）

【初冬期や初春期など】

  除雪機械の幅

（1.3～1.5m）

歩行に支障とならない
路面状況を確保

歩道
（有効幅員2.0m以上）

    車道
（2車線）

歩道
（有効幅員2.0m以上）

※歩道の確保を優先

圧雪厚２5cm以内

※走行に支障のない程度

1.5車線以上（概ね4.0m）を確保
※小型車とのすれ違いが出来る程度

・補助幹線道路

【「補助幹線道路（歩道除雪を行う場合）」除雪水準のイメージ】

【「補助幹線道路（歩道除雪を行なわない場合）」除雪水準のイメージ】

【厳冬期など】

【初冬期や初春期など】

    車道
（2車線）

　 車道
（2車線）

（概ね5.5m）
小型車とのすれ違いできる程度

※車道の幅員確保を優先
　（歩道は雪の堆積スペース）

圧雪厚２5cm以内
※走行に支障のない程度

歩道
（有効幅員2.0m以上）

歩道
（雪のたい積スペース※）
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第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

図5-1 道路種別の概念図 

公園

小学校

幹線道路幹線道路

→

→

→→

補助幹線道路補助幹線道路

生活道路生活道路

主要幹線道路
主要幹線道路

図5-2 新雪除雪と拡幅除雪の連続作業イメージ

除雪機械で道路脇に寄せた

雪をただちに積み上げて、車

道幅員を確保 
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生活道路の除雪

 取組内容  

【除雪】 

 除雪水準の確保に向け、気象予報や道路状況などを的確に捉え、計画的に除雪を行います。
継続（表5-2） 

 今後、除雪従事者の減少が見込まれる中で、作業の省力化や間口の雪処理に係る市民の負担
軽減を図るため、実証実験や地域との意見交換などを行いながら、夜間作業を基本とする新

雪除雪に代わり、日中、間口の雪処理を行いながら、圧雪路面の整正作業を行う作業方法へ

の変更を検討します。新規 

 道幅が狭く除雪機械が入れない道路の除雪は、地域の実態を把握したうえで、対応方法を検
討します。新規 

 気温の上昇や季節外れの降雨による路面のザクザク対応に向け、気象予報の活用やパトロー
ルの強化などを図ります。拡充 

 通行幅の改善に向け、効果的に拡幅除雪を実施します。継続 

② 生活道路の除排雪
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第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

種別 道路の機能 
目安となる

形態 
圧雪厚 幅員確保基準 

生活道路 ・各宅地へアクセスする道路 

道路幅員

8m以上 

10m未満

30cm以内
1車線＋歩

行空間以上
（概ね3.2m）

緊急車両が

通行できる 

程度 

※除雪水準は、目標とする確保すべき「圧雪厚」と「幅員」などを示したものです。（但し、大雪時は除く） 

表5-2 生活道路の除雪水準

【「生活道路」除雪水準のイメージ】

道路幅員8.0m以上10.0m未満

1車線＋歩行空間以上を確保（概ね3.2m）

【厳冬期など】

緊急車両が通行できる程度

道路幅員8.0m以上10.0m未満

【初冬期や初春期など】

※歩道は雪の堆積スペース

圧雪厚30cm以内
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現行のパートナーシップ 
排雪制度の断面 

地域の費用負担を抑えた 
実証実験の断面（例） 

生活道路の排雪

 取組内容  

【排雪】 

 生活道路の排雪は、2つの支援制度（パートナーシップ排雪制度及び市民助成トラック制度）
により、地域と札幌市が協力して進めます。継続（支援制度は資-11ページを参照） 

 パートナーシップ排雪制度は、実証実験などを行い、「地域の費用負担」と「残す雪の量」
の関係や問題点などを確認したうえで、費用負担を抑えた新たな選択肢を設けるなど、これ

までの制度を基本としつつ、制度運用の見直しを進めます。新規（表5-3） 

 排雪支援制度の合意形成が得られない地域において、制度の理解や協力を促すチラシを配布
する際には、札幌市がチラシを作成するなどの支援を行います。拡充 

 パートナーシップ排雪制度（日中作業が中心）の作業の効率化に向け、理解と協力が得られ
た地域では、交通量が少ない夜間作業への切り替えを進めます。拡充 

 民間排雪サービスの利用状況を調査し、生活道路における排雪支援制度の地域負担のあり方
について検討します。新規

 見通しの確保に向け、効果的に交差点排雪を実施します。継続 

② 生活道路の除排雪 

これまでより厚く残す

これまでと同じ

排雪対象部分

道路幅員８ｍ

排雪幅：６ｍ程度

残雪厚：10cm程度

排雪対象部分

道路幅員８ｍ

表5-3 パートナーシップ排雪制度の排雪断面 
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第５章 重点施策の具体的な展開「視点１」

 取組内容  

 小学校の通学路に指定されている道路については、児童の安全確保に向け、歩行空間を確保
する新雪除雪を基本とし、道路状況などに応じて拡幅除雪や小学校周辺の交差点排雪を行い

ます。継続（通学路の定義や基準は、資-9ページを参照） 

 小学校の通学路に指定されている道路のうち、通行する児童が多く、冬期間において歩道が
確保されていない場合は、歩行空間確保に向け道路状況などに応じて排雪を行います。継続

 児童の安全確保については、スクールゾーン実行委員会24などと連携して安全啓発を行うと

ともに、雪体験授業25での危険マップの作成など、事故防止に向けた様々な取組を進めます。

継続（図5-3） 

③ 通学路の安全確保 

24  【スクールゾーン実行委員会】 PTA、小学校教諭、各町内会、交通安全に関わる団体、関係する行政機関などがメンバーとなり、子どもの交通

事故防止を最重点に交通安全上の教育、環境整備、街頭指導などに関する諸施策を推進することを目的として設立されている組織。 
25  【雪体験授業】 小学生を対象とした、砂入りペットボトル作製や除雪機械試乗など、除雪に関する出前授業 26 に各種体験学習を併せた総合学
習。 

26  【出前授業】札幌市職員が要望に応じて小学校などに出向き、市の施策に対する理解を深めてもらうための取組。

作業前 作業後 

横断歩道の信号が青にな

っても、車がスリップして止

まれないかもしれない

よ！ 

雪山が高く信号がな

い道、危険がいっぱ

いなので注意しよ

う！ 

つるつる路面に注意 

要チェック 

車がすごいスピードで

走っていくので要注意

通学路の排雪前後

図5-3 雪体験授業（危険マップの作成）
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表5-4 歩道の除雪水準 

種別 目安となる形態 管理 幅員確保基準 

歩 道
有効幅員 

2m以上 

歩行に支障とならない 

路面状況を確保 

機械の幅 

（1.3～1.5m）
人がすれ違いできる程度

※除雪水準は、目標とする確保すべき「幅員」などを示したものです。（但し、大雪時は除く） 

 取組内容  

 除雪水準の確保に向け、気象予報や道路状況などを的確に捉え、計画的に除雪を行います。
継続（表5-4） 

 朝の通勤・通学時に間に合わせる（明け方の降雪は除く）ため、夜間作業を基本とします。
継続 

 明け方のまとまった降雪などにより、すべての歩道の除雪を通勤・通学に間に合わせること
が困難な場合は、気象予報及び歩行者が多いなどの道路特性を勘案したうえで、あらかじめ

優先的に対応する路線を定め、効果的に作業を行います。拡充 

④ 歩道の除雪 

歩道の除雪



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇令和３年４月に開校した芸術の森小学校に令和３年 12 月時点で在籍する児童、保護者

及び教員を対象としたアンケートを実施。  

〇児童アンケート（回答数 409 件→石山東小出身：93 人、常盤小出身：299 人、その他：

17 人）の内、「先生が増えたことで変わったことはありますか」との設問に「自分のこ

とを見てくれる先生が減った」と回答した 5.5％（22 人→石山東小出身：９人、常盤小

出身：12 人、その他：１人）の、その他の設問に対する回答内容を分析。  

●芸術の森小学校には、なれましたか  

参考資料 3 芸術の森小学校のアンケート結果  令和５年 12 月 18 日  

第４回月寒・東月寒地区学校配置検討委員会  

 

●授業の様子は変わりましたか

（複数回答）  

●芸術の森小学校になって人数が増えま

したが、そのことついてどう思いますか  

●人数が増えたことで、友達や遊びについ

てどのように変わりましたか（複数回答） 

〇児童全体のアンケート結果と比較すると、「なれた」、「良かった」の割合は低いが、「ま

あまあ慣れた」、「まあまあ良かった」を含めると半数以上は肯定的な回答。  

〇「遊び方が決めにくくなった」「発表しにくくなった」「さわがしくなった」の割合は

全体結果と比較して高いが、肯定的な回答も全体結果と同程度の割合となっている。 



想定スケジュール－ 今後のイメージ －参考資料４ 令和５年12月18日

第４回月寒・東月寒地区 学校配置検討委員会

統合校開校

学校跡活用

学
校
配
置
検
討
委
員
会

意
見
書
を
教
育
委
員
会
へ
提
出

統
合
校
開
校

5～7年程度

設計・工事
※工事の規模、社会情勢（人材・資材不足、週休２日の制度化）
などにより工期が延びる場合有
※取組みの地区によっては、工事が必要ない場合有

1～3年程度

統合により生じる課題等を引き続き整理
（例）校名変更、通学安全など
※検討委員会で引き続き協議、
もしくは新たに専門部会を立ち上げて協議

各種手続き（通学区域審議会、条例改正など）

開校2年前くらい

学校における準備
・学校（教職員）間打合せ
・児童生徒の交流活動 など

売却条件検討
地域貢献活動など
売却条件について
協議

不動産鑑定・市場調査
売却価格や買受ける意欲
のある事業者の有無など
を調査

公募・売却
買受事業者を公募し、
売却先となる事業者を
選定し、売却

※一般的なイメージ（目安）であり、決定事項ではありません。
※各地区の状況に応じて年数は前後することがあります。

民間事業者へ売却
する方針を確認

※跡活用の流れについては、
協議の状況や調査の結果に
よって変更となる可能性が
あります。

無

有 準備期間学校跡の公共利用 公共利用開始


